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「玉ねぎ収穫中！トマト、スイカ
も植えた。スイカはビニールを
はいで外気をいれちゃらないか
ん。おたふく豆も大きいなっても
う少ししたら食べ頃やね」
（よっちょ 浮津 男性 87歳）

きねづかん
※ きねづかんは得意なもの、自慢したいものを応援するコ
ーナーです 寄付のお礼

〇缶詰・白米・乾麺などの食料品

室戸岬地区更生保護女性会 様
匿名2名 様

〇古切手・未使用切手など

小松明生 様 室戸中央病院 様
㈲川村総合建設 様
NPO法人むろとスポーツクラブ 様
室戸市福祉事務所 様
室戸市役所産業振興課 様 匿名1名 様

わんわん
パトロール

室戸市社会福祉協議会では、羽根町内の6匹
のワンちゃんと飼い主さんにご協力をいただき、
令和8年7月から「わんわんパトロール」を開始し
ました。 「わんわんパトロール」と

は、愛犬と一緒にお散歩し
ながら地域の見守りをおこ
なうボランティア活動です。

今月号から、隊員を
ご紹介していきます。

名前：島村ピット
（女の子）

安芸ひまわり基金法律事務所

無料法律相談

令和8年9月29日（火）

13：30～16：30

場所：安芸ひまわり基金法律事務所
（安芸商工会議所2階）

受付：0887-35-8200

（平日9：00～18：00）

要
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約 
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7/24（金）室津東町の避難タワー下で出張カ
フェ「ルート」を開店しました。暑い中でしたが、
たくさんの来店がありました。出張カフェ「ルー
ト」では福祉の相談もお受けできます。もちろん、
お茶を飲みに来るだけでも大丈夫！ご近所で
見かけた際は、お気軽にお越しください。

出張カフェ

「ルート」

隊員紹介

い
つ
も
あ
り
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う
ご
ざ
い
ま
す
！

「令和８年熊本地震災害義援金」について

日本赤十字社 高知県支部 （受付期間 令和８年７月３１日～令和８年10月30日）

令和８年７月２８日（火）に発生した地震は、熊本県各地に多くの被害をもたらし、県内１０市１０町１村に、災害救助法が
適用されました。この災害により被災された方々を支援することを目的に、義援金の募集を行います。振込他、社協窓
口でも受け付けます。市民の皆様の温かいご支援をお願いします。

熊本県共同募金会  （受付期間 令和８年７月３１日～令和８年10月30日）

ゆうちょ銀行
※窓口での振込手数料免除

口座番号 00950-6-326682

口座名義 「熊本県共募 令和8年熊本地震災害義援金」

災害ボランティアセンター運営研修

令和８年８月1日（土）、災害ボランティアセン
ター運営研修をしました。社協理事・職員、市
役所職員、日赤奉仕団、民生委員児童委員が
参加しました。
講師は、高知県社会福祉協議会 高知県災

害福祉支援センター 災害福祉総合調整課
より鳴川氏、大平氏。最初に「災害ボランティア
センター運営の基本とポイント」についてお話し
いただき、その後実際に訓練をしました。
訓練は2チームに分かれ、「受付」「マッチン

グ」「活動報告」「ボランティア」それぞれの役割
に分かれ実施しました。

新規採用職員のご紹介

池澤 正嗣
いけざわ せいし

令和８年8月1日より地域包
括支援センター 看護師とし
て配属されました。よろしく
お願いします。

実際やってみると、てんや
わんやで、なかなかスムー
ズに進まないことがわかり
ます。それはどこも同じなよ
うで、訓練を繰り返し、ブラ
ッシュアップするしかないと
のことでした。
当日参加された皆さん、

お疲れ様でした。

受付 マッチング
活動報告

※この義援金は、税制優遇措置の適用対象となります。確定申告に際しては、金融機関で受け取る振込金受領証に本募集要項
（https://www.akaihane-kumamoto.jp/wp-content/uploads/2027/07/reiwahatinennkumamotozishinyoukou-2.pdf）を添えて
ご提出ください。

ゆうちょ銀行
※窓口での振込手数料免除

口座番号 00190-3-605956
口座名義 「日赤令和8年熊本地震災害義援金」
※通信欄に「日赤R8熊本地震災害義援金」と明記のこと。受領証の発行を希望する場合は、併せて「受領証
希望」と明記すること。

※ゆうちょ銀行の振込用紙の半券は、受領証の代わりとなり、寄附金控除申請の際にご利用いただけます。
この場合における確定申告手続きの際は、義援金専用口座への振込みであることが確認できる書類

（https://www.jrc.or.jp/contribute/pdf/20260730-d5fb2aa3403d49480f289234f2f548dbf3fb0aad.pdf）の添付などが必要に
なります
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室戸市地域包括支援センターだより

VOL．241
(9月号）たんぽぽ

社会福祉法人による利用者負担額軽減制度

１．制度の対象となる方
市民税非課税世帯に属する方で、次の要件を全て満たし、室戸市が認定した方
◆年間収入が単身世帯の場合１５０万円以下（世帯員1人ごとに50万円を加算）
◆預貯金等が単身世帯の場合３５０万円以下（世帯員1人ごとに100万円を加算）
◆日常生活に供する資産以外に資産がない
◆親族等に扶養されていない
◆介護保険料を滞納していない

２．手続き
⑴上記の要件を満たした方が室戸市に申請し、審査後に「軽減確認証」の交付を受けます。
⑵当センターに軽減確認証を提示してください。
⑶該当サービスの利用者負担が軽減されます。

３．軽減の対象となる利用者負担額
◆当センターを利用した場合の利用者負担額（１割負担分）
◆食費 ※生活保護受給中の方等で利用者負担割合が５％以下の方は軽減対象になりません。

４．軽減の額
◆原則、利用者負担額の４分の１（老齢福祉年金受給者は２分の１）（軽減確認証に記載されます）

『室戸市デイサービスセンター』は「社会福祉法人による利用者負担額軽減制度」の適用を
受けています。対象となる方や軽減される費用は下記のとおりです。
なお、この軽減制度の利用にあたっては室戸市保健介護課への申請が必要です。

「フレイル」ってなんだろう？ 知ることから始めましょう
最近、フレイルという言葉を耳にする機会が増えました。「口のフレイル」「耳のフレイル」「フレイル

予防」…でも、フレイルとはそもそもなんでしょう？今日は簡単にご説明したいと思います。

あなたは大丈夫ですか？ フレイル自己チェックをしてみましょう！

判 定
■１～２つ当てはまる人…フレイル予備軍
■３つ以上当てはまる人…フレイル

□筋力（握力）が低下した
□半年で２㎏以上の（意図しない）体重減少があった

□体を動かすことが減った
□疲れやすくなった
□歩くのが遅くなった

健康ポイント①－－－人とのつながりは健康にプラス！

好奇心を失わずに、趣味やさまざまな活動で人とのコミュニケーションが維持されて
いる人は体を動かす機会が多く、脳も刺激されて、健康的な生活になると考えられてい
ます。

健康ポイント②－－－朗報！高齢でも筋肉は増える

筋肉量が多いほど病気やけがをしにくく、長生きできることが明らかになっています。とくに
足腰を中心に下半身の筋トレを行うと効率的に筋力アップできますよ！

健康ポイント③－－－粗食よりも多彩な食品を！

健康のためには粗食が良いと思われがちですが、高齢期の低栄養はフレイルの大きな要因です。家族や友人との
多彩な食事を楽しみましょう！食事を誰かと共にすると食事の品数も増え、お腹も心も満たされます。

地域包括支援センター職員には、守秘義務（秘密を守る義務）があります。「ご近所の人の様子が気がかり・・・」などの相談の場合も「誰か
ら相談が寄せられたのか」という点について秘密を守ります。
ご本人、ご家族のほか、ご近所で様子が気になる人がいる等の場合も、ご相談ください。

室戸市地域包括支援センター 電話：0887-22-5158 （8:30～17:15 土日祝・年末年始を除く）

フレイルとは…高齢期に心身の機能が衰えた状態をいいます。「健康な状態」と
「介護が必要な状態」の中間の段階で、要介護状態になる可能性が高いといわれ
ています。

健
康

要
介
護

フレイル

フレイルは早い時期に生活習慣を見直すことで、健康な

状態に戻ることが可能です。

健康な人はフレイルにならないように、フレイル状態の人

は健康な状態に戻るようにすることが大切ですね！

防災×デイキャンプ in 佐喜浜
7/29（水）佐喜浜生活改善センターに

て、防災×デイキャンプを開催しました。
講師には芸西病院から３名に来ていただ
きました。防災キャンプは、避難所生活の
シミュレーションを通じて、災害時に必要
な知識と「生き抜く力」を体得する体験型
プログラムとして注目されています。知
識だけではなく、実践的な防災力の習得、
地域の共助力を高める、日常の延長で
（アウトドアスキル等）で防災を考える「フ
ェーズフリー」な意識を高めることを目的
としています。

健康な状態と介護が必要な状態の中間

講義後は、テントや寝袋などのアウトドア用具
のお試しや、防災食の試食をしました。

松ぼっくりを使った火おこしでは「火がつくのが驚きだった」
「自然活用が勉強になった」などの感想があり、テントについ
ては、使いやすさやプライバシーについては高評価でしたが、
「表記の人数より実際には少ない人数しか泊まれない」などの
マイナス面も見えました。
講座全体の感想では、「災害に対する日常の備えの大切さが

よく分かった」また、「次回はテント設営体験や、避難体験もや
ってみたい」などの要望もありました。
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